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1. まえがき

電磁界の安全性評価の拠りどころとなる人体防護ガイド

ラインでは，電磁界ばく露により体内に生じる電気量（低

周波では誘導電界，高周波では吸収電力）が安全性評価の

指標として用いられ，これらの生体影響の閾値に対し，安

全率を見込むことにより指針値が定められている。このた

め，ばく露電磁界と体内電気量との関係を，数値計算によ

り評価を行うことが近年の重要な技術的課題となってお

り，数値電磁界解析技術の進歩と相まって，引き続き動向

の把握が必要な研究分野となっている。また，最近では，

これまでにあまり利用されてこなかった周波数帯である

100 kHz～30 MHz が無線電力伝送技術に使われ，また，磁

気共鳴（MRI）画像装置高出力化など，電界・磁界を利用し

た各種の新技術が適用された機器に対しても，その安全性

（人体およびペースメーカ等医療機器への影響を含む）へ

の関心が高まっている。

一方，電磁界の人体防護ガイドラインにおいては，電磁

界中において誘導により帯電した物体へ，人体が接触した

場合に生じる電流についても，「間接的影響」として指針値

が示されている。この指針値は，電力設備や電気・電子機

器の電気安全（感電防止）についての古くからの安全基準

に基づく考え方が適用されたものであり，これまでの関連

委員会での調査活動でも調査対象として挙げられていたも

のの，その評価方法や標準化についての議論は端緒につい

たばかりである。また近年の数値電磁界解析技術が，従来

の電気安全に関わる課題に対しても有効に適用できる可能

性がある。

以上のような背景から，電磁界の人体防護に関連する数

値計算や測定評価について最新の動向を調査するととも

に，人体の電気安全に関わる基準や評価方法の現状の調査

を行い，数値電磁界解析技術の適用可能性を検討すること

により，本分野における知見の蓄積に資することを目的と

して，電気学会基礎・共通・材料部門の電磁環境技術委員

会のもとに「電磁界の人体防護に関わる評価技術動向調査

専門委員会」が設置され，2013 年 7 月より 3 年間，研究調

査活動が進められた。本技術報告書は，その活動成果を取

りまとめたものである。

本調査専門委員会設立の背景として，以下のような状況

にあった。まず，電気学会における，数値電磁界解析によ

る体内電気量評価の課題への取り組みは，1995 年発足の「電

磁界の生体影響問題調査特別委員会（関根泰次委員長）」で

の調査を発端とする。その後，電磁環境技術委員会に設置

された「電磁界による体内誘導電界・電流調査専門委員会

（宅間董委員長）」での検討に続き，「不均一および過渡的

な電磁界による体内誘導量評価技術調査専門委員会（藤原

修委員長）」，「生体を含む電磁界解析技術調査専門委員会

（上村佳嗣委員長）」ならびに「電磁界の生体防護ガイドラ

インおよび適合性評価技術動向調査専門委員会（平田晃正

委員長）」において，低周波・中間周波数帯から高周波数帯

に至る周波数領域における，体内誘導量の最新の数値計算

手法や数値人体モデル，および電磁界の測定技術が継続的

に調査されるとともに，人体防護ガイドライン適合性評価

における数値計算技術の適用方法や課題について明らかに

されてきた。

このような状況から，本調査専門委員会では，本委員会

と同時期に設置された「電磁界の健康リスク分析調査専門

委員会（大久保千代次委員長）」との協力関係のもと，以下

の項目に関して動向と課題について調査検討が行われた。

（１） 数値電磁界解析による体内電気量評価に関わる研

究動向の調査（手法・モデル等）

（２） 電磁界の人体防護に関わるガイドライン・標準化

の動向調査（100 kHz～30 MHz の周波数帯を含む

無線電力伝送技術など，新技術への適用を含む）

（３） 電磁界の間接的影響に関わる人体防護と機器（医

療機器を含む）・設備の人体安全に関わる基準・評

価法の調査

（４） 今後の課題

2013 年 7 月の委員会発足以来，下記の日程において，12

回（うち 1 回は，「電磁界の健康リスク分析調査専門委員会」

との合同開催）委員会が開催された（*：「電磁界の健康リ

スク分析調査専門委員会」との合同開催）。

第 1 回 ：2013 年 7 月 30 日（火）サニー貸会議室

第 2 回 ：2013 年 11 月 5 日（火）サニー貸会議室 

第 3 回*：2014 年 3 月 10 日（月）電力中央研究所本部 

第 4 回 ：2014 年 6 月 3 日（火）サニー貸会議室 

第 5 回 ：2014 年 9 月 2 日（火）岸本ビル会議室 

第 6 回 ：2014 年 12 月 16 日（火）サニー貸会議室 

第 7 回 ：2015 年 3 月 30 日（月）サニー貸会議室 

第 8 回 ：2015 年 7 月 1 日（水）サニー貸会議室 

第 9 回 ：2015 年 10 月 13 日（火）電力中央研究所本部 

第 10 回：2016 年 1 月 19 日（火）電力中央研究所本部 

第 11 回：2016 年 3 月 12 日（火）サニー貸会議室 

第 12 回：2016 年 6 月 23 日（木）電気学会 

本技術報告では，各章において，「電磁界の人体防護に関

わる評価技術の基本・共通事項」，「体内誘導量評価の最近

の動向」，「新たな評価対象に対する電磁界評価」，「間接的

影響」および「関連事項の動向」について述べている。本

技術報告が，本分野の研究の現状の理解のための一助にな

れば幸いである。
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